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図１ 廃棄太陽電池パネルの例（破損） 

図４ 回収された銅配線 
図２ 使用した超振動工具 

図３ 超振動工具による回収の様子

太陽電池パネル 
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 太陽光発電の普及に伴い太陽電池パネル

の廃棄量が増加しており、そのリサイクル

技術が求められています。本研究では廃棄

太陽電池パネル（図１）から、資源金属の

回収及び有害物質の除去を省エネルギーで

行う技術の開発に取り組みました。 

 

 

 パネル内にラミネートされている銅配線

の回収技術として、超振動工具（図２）に

よる加工、ホットナイフによる加工及びレ

ーザーによる加工について実験しました。

また、銅配線の回収前後のパネルの破 

 

 

 

 

 

 

 

砕物について溶出試験を行い、有害な鉛が

溶出していないか分析しました。 

 

 

 それぞれの手法について加工時間、所要

エネルギーおよび破損パネルへの適正につ

いて比較検討を行った結果、超振動工具に

よる銅配線回収技術（図３）が最も適して

いることが分かりました。また、溶出試験

の結果、銅配線回収後のパネルからは鉛が

検出されませんでした。これらの知見をも

とに市販パネルに対応した加工治具を作製

し、回収試験した結果、パネル１枚あたり

３分程度で銅配線（図４）を回収すること

ができました。 
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